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　　 龍谷大学「大津エンパワねっと」は学生と地域が

　　協働してまちづくりに取り組むプログラムです。

×
➡ ➡

『地域エンパワねっとⅡ』での活動を深めています！
※

おかげさまで
大津エンパワねっと、
7年目をむかえました。※エンパワ 5期生･･･前年度後期から『地域エンパワねっとⅠ・Ⅱ』に取り組んでいる学生たちです。

『地域エンパワねっとⅡ』では、『地域エンパワねっとⅠ』で地域の方々とともに発見し考察した課題について、その「解決」のための具体的な企画を立案、実施していきます。

C22
　まねきねこ

中央学区キッズクラブのイベントで

子どもたちが楽しむ企画を実施する！
もっと積極的に行動する。

C24 
　わいるどもんきー

C25
　くれよん

「町家紹介ブック」を完成させ、
　　　　　町家ツアーを企画

C26 
　かけっこ。 子どもたちが町家の魅力を知る

　　　　　イベントを夏休みに実施

C29 のこのこ

S24 
　ほーむず

S23 
　あまおう

S25 
　サイクリング☆

①まちあるき等のイベント
②小冊子の作成
③その他

c27
　はにわ

子どものつながりを深める
　　　　　　　　　　地域づくり

自治会どうしのつながりは必要か？

子育て世代のつながりを深める

地域の思いと記憶  ～瀬田東をもっと知ろう～

子どもたちの防犯意識を高める

TOPICS
STEP 3

取り組み途中経過（中央）『地域 Ⅱ』
エンパワ 5期生

瀬田東学区文化振興会のご協力のもと、子どもたちを
対象に調査ができた。

瀬田東学区の 6自治会の話を聞くことで特徴をつかめた。
着目点は良かったが、学生では対処が難しい課題が多か
った。たくさんの出会いがあり情報収集がはかどった。

新興住宅地の住民どうしの
　　　つながりづくりに取り組む

S22
　はろはろはろー

あいさつのできる関係づくり
瀬田東小学校前であいさつ運動を行い、拠点を
ローズベイガーデン自治会に絞った。気軽にあ
いさつができるような関係づくりについて考えた。

ローズベイガーデン自治会&龍大野球部で
　　    レクリエーション大会
　　　　　　　       （5/26）の実施！　

「ぼうはん探検隊」の継続！　

瀬田東児童クラブの子どもたちを対象に「ぼうはん探検隊」
という企画を行ったが、そこに至る過程が不十分だった。

①子どもたちと防犯マップの作成
②「ぼくちゃん通信」を作成し、危険な
　不審者情報等を掲載

学園前コミュニティ自治会の子ども会などに参加する中で
つながりができ、予想と違う地域の状況に気付けた。

S26 
　コスモス

チーム内の情報共有がうまくいき、しっかり考えることが
できた。もっとフットワークを軽くすべきだった。

地域の思いと記憶 を共有する

月輪自治会の行事への参加を通して活動の方向性が
明確になってきた。チーム内の連携もうまく行った。

子どもにとって安全な地域づくり

C29 
　のこのこ

C28 
　おむすび

C21 　
　パズル

マンション住民同士で楽しく交流する、
　また自ら地域行事に参加したくなるような

　　　イベント「歩こう会」の実施
中央学区のいろんな方から話を聞くことができ、
ユニライフ大津中央のイベントにも参画できた。

S21
　ぼくちゃん 子どもとともに考える防犯意識

（チームNo） （チーム名）　　             （Ⅰで取り組んだテーマ )    (Ⅰの自己評価）　　　　　　　　　　　

子どもたちの
　　　タテのつながりを深める

S27 
　チーム K

サロンでの聞き書き活動を進めながら

地図をつくり、多くの方が
大津の記憶について考える機会をつくる

マンション住民と
　　　　中央の街をつなぐ !!

子どもの遊びの場をつくる

まちづくりの場所づくり

町家で地域交流を深めよう

町家の魅力を
　子どもに知ってもらおう !!!

100 円商店街を通して
コミュニケーションの輪を広げよう

町の記憶を残そう　～人と人とを結ぶサロン～

防犯　～地域の安全と安心を目指して～

『エンパワⅠ』でのテーマ・自己評価 『エンパワⅡ』の目標と取り組み
（チームNo） （チーム名）　　  （Ⅰで取り組んだテーマ )    (Ⅰの自己評価）　　　　　　　　　　　

一人暮らしの高齢者対象に
　　　　　　　　アンケート調査
　　　→そこからできることを企画

子どもの防犯意識が
　　　　　高まるような企画を実施

子どもと高齢者に焦点をあて、さまざまな地域
活動に参加。結果、高齢者を対象とした。

先輩から引き継いだ「まちカフェ」を 3回実施できたが、
自分たちらしさを出せなかった。

「町家」に焦点をあて、「子ども」と関わる機会が少なかった。
町家を説明するパワーポイントやパネルを制作している。

企画を実行でき、プレゼン能力が高まった。
チームで話し合う機会が少なく、計画性がなかった。

商店主さんなどに取材をしながら

　　　ポスター、ブログを作成する

下百石町のサロンで月一回、古写真や地図を用いて聞き書き
活動を進めた。報告、連絡、相談ができていなかった。

高齢者同士の出会い、
　　　つながりの場をつくる

C23 
　わわわ

「まちカフェ」＋αで、
　　　入りやすい雰囲気づくり

中央学区のキッズクラブの方と子ども
たちと関わる企画を実施できた。
もっと親睦を深めればよかった。

大津の町家を考える会の方と、「町家紹介ブック」を作成。
行動力と計画性が不足していた。

月6
　4日 ( 火 )：『大学と地域をつなぐ特別講義Ⅱ』（CM学科）

　7日 ( 金 )：『地域エンパワねっとⅡ』全体授業（第 3回）

　10 日 ( 月 )：大津エンパワねっとを進める会（瀬田東）

　15 日 ( 土 )：『大学と地域をつなぐ特別講義Ⅱ』（中央  まち歩き）

　26 日 ( 水 )：大津エンパワねっと運営委員会 （学内）

　エンパワ 5期生の『地域エンパワねっとⅡ』が本格的にはじまりました。今回は初回講義（4/12 実施）と
第 2回の全体講義（5/10 実施）をふまえ、各チームの動向を紹介します。

子育て世代が
　　　つながるイベントを実施

『エンパワⅠ』でのテーマ・自己評価 『エンパワⅡ』の目標と取り組み

TOPICS
STEP 3

取り組み途中経過（瀬田東）『地域 Ⅱ』
エンパワ 5期生

スケジュール・お知らせ

学生の力も活用し、子ども同士が幅広い
関係を形成できる企画を行う。

子どもの安全意識を高めると同時に、
行事を通してつながりを深め、声を
掛け合える関係性を目指す。

自主防犯推進協議会の方などに話を伺い、スク
ールガード「お届け隊」の活動などにも参加さ
せていただいた。

　21 日 ( 金 )：大津エンパワねっとを進める会（中央）


